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(149).ベニガオザル 1.000(15). ブタオザル 0.949
(39). タイワンザル 0.818(44). アカゲザル 0.864
(224).ボンネットモンキー 0.500(7).カニクイザル
0.904(73),サバンナモンキー1.000(5)であった｡ま
た広朋 完封 (ウイリモンキー (1),チュウペイクモザル
(2),リスザル(12).ヨザル (2).フサオマキザル(5))
および原独効 (オオギャラゴ (5).コモンツパイ ((5))
には雑種蛋白質生産法によって調べた所.TBPAは抜
出されなかった｡TBPAの多型はオナガザル上村(Cer-
copithecoids)の柾のみに3,苦められるが.一般に PAF
の退伝子頻皮が高い｡
しかるにニホンザル.ヤクザルは逆に ZuSに固定さ
れているJ!iはDt!昧探い｡アカザザルの中でもLLJ国産のも
のは P^Pの加圧が0.771(59)と低いことから,ニホン
ザルは小uほ H木が続いていた時,こ'く少丘の Macaca
I.･iのサルが渡って釆たため遺伝子の浮動 (drift)によっ
て PASに固定されたとも考えられるO
1) の1回日本比較内分泌学仝大公 (1976.3.蚊1'.1.1lJ-
で究鼓した｡
- 53-
